


















 

 

 

 

委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書    
 

平成２４年 ８月 ３日提出 

 

井原市議会議長 宮地俊則様 

 

報告者  総務文教委員会  坊野 公治  

 

期 間 平成 24年 7月 18日（水）～平成 24年 7月 20日（金） 

出 張 先 及 び 

担 当 職 員 

職 名 ・ 氏 名 

福岡県大牟田市 ： 

熊本県長洲町 ： 

佐賀県鳥栖市 ： 

出 張 者 氏 名 
河合委員長、坊野副委員長、三輪委員、大鳴委員、川上武委員、 

宮地委員、乗藤委員、長野総務部長、渡辺次長 

調 査 項 目 

大牟田市：指定管理者の管理運営に対する検証について 

長洲町：ミニボートピア長洲の設置について 

鳥栖市：小中一貫教育への取り組みについて 

大牟田市の指定管理者の導入実績は、Ｈ18 年度から順次導入を進め、Ｈ24 年 4 月現在で、 

36 施設（17 指定管理者）において、指定管理者による管理運営を行っている。 

Ｈ21 年に導入から 3 年が経過し、概ね計画通りの制度導入が図られたこと、また指定管理 

者の再選定が今後必要となる施設が多くなることから、指定管理者制度を検証し、制度の改 

善を目的として行った。 

指定管理者制度を導入したことによって、管理コストの縮減や市民サービスの向上に繋がり 

有効に機能していると思われる。 

大牟田市では、指定管理者制度を年度計画をたてて、順次導入している。 

導入に関して、市内業者を優先するなど、市内の雇用促進などに関しても有効な制度として 

いる。また、大牟田市は「評価・改善を重視した行政マネジメントサイクル（PDCA）の確立」 

を目的に、行政評価システムの導入を行っている。 

 

１．報告書は、視察・研修終了後２週間以内に提出してください。 
２．スペースが足りない場合は、別途報告資料を添付してください。 
 



 

 

本市においても、現在指定管理を行っている公的施設に関して、外部の有識者などを入れ、 

検証していく必要があると思われる。また、現在、直営で行っている施設に関しても、民間 

の感覚が必要な施設に関しては、指定管理者制度の導入を検討する必要も感じる。 

 

熊本県長洲町において、ミニボートピアについて研修。職員の方から経緯について説明を受 

ける。地元は賛成であったが、近隣区より反対の陳情があったとのこと。 

設置後の交通渋滞や、ごみ問題、風紀の乱れなど心配される件に関しては、問題ないとの事。 

環境整備協力金の使途については、「未来を担う子どもたちの教育及び、子育て環境の整備 

に要するもの」「地域福祉の向上と地域づくりに要するもの」「豊かな自然を守るための環境 

保全に要するもの」に使われている。 

具体的には、図書購入費やブックスタート事業、予防接種助成などである。 

ミニボートピアを視察した感想は、煙草の匂いもなく、非常に清潔な感じであった。 

客層としては、60 歳代が多く、女性姿も多くみられた。 

今後は、井原市にとっての影響を考え、判断するべきと考えます。 

 

佐賀県鳥栖市において、小中一貫教育についての説明を受ける。 

鳥栖市においては、中 1ギャップの解消を目的とするのはもとより、市外、県外の中高一貫 

校への優秀な生徒の流出を防ぐため、「施設分離型」の小中一貫教育を進めている。 

中学校区で、小学校と中学校が目標を共有し、小中の教員が一体となって学習指導や生徒 

指導等に組織的、系統的に取り組み、義務教育 9年間の連続性のある指導を行う事で、義務 

教育を修了するにふさわしい学力と社会性を育成する教育を行っている。 

本市においても、今年から中学校区の小学校の役員が同じ研修を受けるなど、意識の統一 

を図る取り組みが行われている。今後、中学校とも連携をして発展させていくべきと考えま 

す。 

井原市においては今後、小学校 1校当たりの生徒数の減少もあり、学校統合についての検討 

もされる時期が来る事も予想される。それを含めた長期的な検討も必要であると考える。 
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